
【生物】高大連携実習  

大学の教官から直接ご指導を受け、お茶の水女子大学・理学部・生物学科第一実習室にて観察や実

験、研究等を行いました。 

 

第１回（１１月２６日） 

Title：『動物細胞の細胞接着と細胞のかたちの不思議な関係』 

Lecturer：お茶の水女子大学 理学部 生物学科 宮本泰則助教授 

Contents：細胞壁を持たない動物細胞の「かたち」と細胞同士あるいは細胞とコ
ラーゲンを中心とする基質の接着の、様々な「かたち」をとりながら
組織を作り上げている不思議な動物細胞の性質を体験しました。 

Participant：１５名 

impressions：物に接着するだけで細胞の形が変わるということは，今回初めて知ったのでびっくりした。
何で，もっとトゲトゲした形にならないのかという疑問も出てきて，尐し調べてみたくなった。 

 

 

第２回（１２月２日） 

Title：『顕微鏡を改造して細胞をよりくわしく観察しよう』 

Lecturer：お茶の水女子大学 理学部 生物学科 最上善広教授 

Contents：細胞はダイナミックだと言うことと、ちょっとした工夫さえすればいろん

なことができると言うことを顕微鏡の改造を行って体験しました。 

Participant：５名 

impressions：植物性でもあり，動物性でもある微生物が，光合成している様子と運動してい

る様子が見られ，植物である証拠と，動物である証拠を見つけたい。ゾウリムシも，生き
るために工夫をして，自分の身を守っていると分かりました。 

 

第３回（１２月１６日） 

Title：『人間もゾウリムシも同じメカニズムで「興奮」する』 

Lecturer：お茶の水女子大学 理学部 生物学科 最上善広教授 

Contents：人体から心電位、筋電位を記録し、それが電気現象であることの確認を
し、同じ実験装置を用いてカエル座骨神経から、神経上を伝わる電気現
象としての「興奮」を見ました。更に、ゾウリムシの送電性の実験で、
ゾウリムシの行動にも電気現象が含まれることを学びました。 

Participant：１６名 

impressions：ゾウリムシのような，小さな世界にも，あれだけの興味深い世界が広がっていることを知
り，もっと様々な視点でいろいろなことを学びたいと思いました。宇宙にはまだまだ知ら
れざる真実が隠されているので将来研究したいと思っています。 

 

 

 

４月からは、本校が SSH 指定校となって２年目となります。 

『小石川セミナー』等の講演会や、大学と連携した実習など、より一層の「理科好き・数学好

きを育てる自然科学教育の推進」を目指し取り組んで行きます。 

 

 

 

ＳＳＨ事業とは 

ＳＳＨ（スーパーサイエンスハイスクール）事業とは、未来を担う科学技術系人材を育てることをね
らいとして、大学、研究所、企業との連携を図り、理数系教育の指導方法を研究開発し、政府が提唱
する「科学技術創造立国」を実現していくための事業です。 
平成１８年度には、文部科学省が指定する全国９９の高等学校が研究実践しています。 

 東京都立小石川高等学校 
 

 

 

 

 

本校では、「理科好き・数学好きを育てる自然科学教育の推進」を目指しています。 

とりわけ科学的リテラシーと数学的リテラシー、読解力、問題解決能力との関連性を持たせた他教科・領

域での教育内容・方法について検討しています。理科教育の一層の充実と、平成 18年度に開校した中等教

育学校の６年間一貫した体系的な「理科好き数学好きを育てる」教育課程、指導内容・方法、教材開発等

の研究・実践及びその検証を行います。 

 

 
 
 

平平平成成成１１１８８８年年年度度度   ＳＳＳＳＳＳＨＨＨ生生生徒徒徒研研研究究究発発発表表表会会会   
 

都立小石川高等学校のＳＳＨ生徒研究発表会にご参加頂き有難うございます。  

本校は今年度より５年間の「スーパーサイエンスハイスクール」の指定を文科省から  

受け、研究開発に取り組み始めたところです。  

本日は、生徒が日ごろの研究活動の成果を発表いたします。  

参加された皆様より、ご指導・ご助言を賜り、来年度以降のＳＳＨ事業の施策・方針を

得る機会とさせて頂きたいと考えております。宜しくお願い致します。  

 

日程：３月１６日（月）  

13：00～13：20 受付 

13：20～13：30  開会行事 

13：30～13：50  ＳＳＨ1 年間の取組報告 

14：00～15：10 生徒研究成果報告１部 

物理分野 ： 『First Step to Nobel Prize in Physics 』応募物理研究 

化学分野 ： 『化学的酸素要求量（ＣＯＤ）の基礎的研究』 

15：20～16：30  生徒研究成果報告２部 

生物分野 ： お茶の水女子大学での実習報告 

      『人間もゾウリムシも同じメカニズムで｢興奮｣する』他 

地学分野 ： 実習報告『小石川と戸隠を結ぶ大地と生命』 

16：30～16：50  指導講評 

16：50～17：00  閉会行事 

 

会場：東京都立小石川高等学校  多目的ホール  

第２号 平成１９年３月 発行 

ＳＳＳＳＳＳＨＨＨだだだよよよりりり   
小小小石石石川川川高高高校校校のののＳＳＳＳＳＳＨＨＨ事事事業業業   

今今今後後後のののＳＳＳＳＳＳＨＨＨののの取取取りりり組組組みみみ   



 

小石川セミナー（ＳＳＨ講座）  

第一線の研究者、大学教授を講師に迎えて、理科系の講演会を開催しました。 

 

第１回（１０月２８日） 

大阪大学の江尻宏泰名誉教授をお迎えして、「物質の究極への挑戦」というテーマでお

話をして頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回（１１月４日） 

お茶の水女子大学の室伏きみ子教授をお迎えして、「ストレスの化学」というテーマで

お話して頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

開校記念特別講演   

 

１１月１８日、小石川中等教育学校の開校記念式典に、ＳＳＨの記念特別講座として、学習院大学

の江沢洋名誉教授をお迎えしました。「わかるとは、どういうことか－速さを例にして－」という

テーマでお話して頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＳＳＨ講座  北原教授特別講演   

２月１日、国際基督教大学の北原教授をお迎えして、「科学への夢―ランダムさの中に法則を見だ

す－」というテーマでお話を頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太陽ニュートリノ振動

第一世代電子
ニュートリノ

電子

第二世代ミュー
ニュートリノ 電子

神岡

水分子の中の電子
振動

カナダ サドべり

重水内の重水素核

陽子
中性子

Ｗ

Ｚ

太陽からの第一世代電子ニュートリノの大半は第二世代

ミューニュートリノに振動し、水分子内の電子を跳ね飛ばした

Scenery of Prof. Ejiri’s lecture 

物質の究極に挑む

大阪大学名誉教授
高輝度光科学研究センター参与

江尻宏泰

ストレスの科学

お茶の水女子大学理学部
室伏 きみ子

第2回小石川セミナー
2006年11月4日

ストレス応答能力の獲得と進化

 環境ストレスへの対応を重ねてきたことが---

生物の進化を促した

多様な生物種を生み出した

生物が現在まで命をつないで来た大きな要因

 私たち一人ひとりの生命 ： 種々のストレス状態に
対応しながら40億年もの歴史を紡いで来た

奇跡とも言える事柄

 地球上の全ての生物が、かけがえのない存在

Scenery of Prof. Murofushi’s lecture 

わかるとは
どういうことか

--- 速さを例として---

江沢 洋

新科学対話

機械学 および

地上運動 に関する

二つの新しい科学

についての 対話

および

数学的証明

Communication of professor and student 

Scenery of Prof. Kitahara’s lecture 

Communication of professor and student Student who takes notes seriously 

Communication of professor and student 

Communication of professor and student 

Scenery of Prof. Ezawa’s lecture 

時間そのものは直接見えない！

• 一定の振動をしているとみなされるもの：振り子、
バネの運動、脈拍、心臓（でも本当に時間を計っ
ているのだろうか？）

• 物理学における時間：力の働いていない物体の
速さは一定である、ということを使う。

時間の経過を物体の進んだ距離で測る。

（実際的には、原子の出す光の振動数を基準にし
ている。）


